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日本水文科学会春季学術大会開催のお知らせ

日時

場所

参加費

1993年6月19日（土）一20日（日）

立正大学大崎校舎

東京都品川区大橋4－2－16

（山の手線五反田駅または大崎駅下車徒歩約10

分）

：1000円（一般），500円（学生）

予稿集代：1500円

問い合わせ先：日本水文科学会庶務委員長　嶋田純

〒305　つくば市天王台1－1－1

筑波大学水理実験センター

電話0298－53－2534

　Fax　O298－53－2530

1993年2月 35
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第16回極域気水圏シンポジウムの開催

　南極域では，現在「氷床ドーム深層掘削観測計画」，

「南極大気化学観測計画」が第34次南極地域観測隊によ

り実施されており，北極域では，スバールバル，グリー

ンランド等で地球科学に関する様々な観測が実施され

ています．一方国内では「南極域における気候変動に

関する総合研究（ACR）」で得られた大気，海洋，海氷，

氷床のデータに基づく解析を始めとして，これまでに

得られた氷床コアの分析など南極，北極域の資料，試

料を用いた多方面にわたる研究が続けられておりま

す．

　つきましては極域における気象学，雪氷学，海洋学

に関連する研究成果と今後の研究展望について発表，

議論する場として，下記によりシンポジウムを開催い

たします．ふるってご参加ください．また申込用紙が

必要な方は下記連絡先宛ファックス，手紙，電話等で

ご連絡ください．

　　　　　　　　　　　記

日時：1993年8月4日（水），5日（木）

会場：国立極地研究所　講堂（管理資料棟6階）

発表申込締切：4月30日

　なお，本年のシンポジウムでは，28次隊から32次隊

までの5年問南極昭和基地を中心として観測の行われ

た，ACRの成果について議論する特別セッションを設

けたいと思います．発表よろしくお願いいたします．

連絡先 国立極地研究所　気水圏シンポジウム係

山内恭，和田誠

〒173東京都板橋区加賀1－9－10

Telepholle　O3－3962－4711

Telefax　O3－3962－5719

email　wada＠nipr．ac．jp

38 “天気”40．2．



会員の広場≡≡≡

convergentcloudbandについて

　「天気」の1992年4月号に掲戴された私の「収束雲

帯についてのコメント」に関連して，同年10月号の「天

気」に岡林俊雄氏が一文を寄せている．興味深く拝見

したが，岡林氏の文は私からの再コメントを必要とす

るものではないし，私のいいたいことは先のコメント

でつきている．ただ先のコメントでは，過去20年近く

使われてきたconvergent　cloudbandという言葉は，

収束帯で発生する雲帯の略語としての収束雲帯を表現

していないということを，いいたかったのだけれど、

説明をしなかったので，この言葉が上記の岡林氏の文

にも現われている．それでこれについてだけ述べさせ

ていただきたい．

　手許にあるWebsterの辞書によれば，convergeと

はto　tend　to　come　together　at　a　pointであり，

covergentはconvergingortendingtoconvergeであ

る．だから，例えばconvergentflowという言葉はよ

く使われる．そうするとconvergent　cloudbandから

は，どんな雲帯のパターンがイメージされるだろう．

　いま問題にしている雲帯は，特定の地域，特定の季

節に出現するから，地域の名をとるとか，最初にiden－

tifyした人の名をとって呼ぶのが普通だと思う．コロ

ラド州のデンバー市付近でよく発生するDenver　vor－

texあるいはDenver　cycloneに関連して，Harada

vortexという言葉をみたことがある．原田渦を夜問渦

とか境界層内渦とか呼んだら物議をかもしただろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小倉義光）

第13回海洋工学シンポジウム

ー海洋のリアルタイムモニタリングー

1．日時：1993年4月5日（月）9：00～17：00

2．場所：学士会館本館

　　　　　千代田区神田錦町3－28

　　　　　電話03－3292－5931

3．主催：海洋工学コンファレンス

4．内容：主テーマ「海洋のリアルタイムモニタリン

　　　　　グ」

5．参加費：」般3，000円　学生2，500円（要旨集含む）

6．連絡先

懇親会参加費5，000円程度

参加自由

〒424清水市折戸3－20－1

東海大学海洋学部海洋工学科内

海洋工学コンファレンス事務局

千賀康弘

Pholle　O543－34－0411　Ext．3424

FAX　O543－35－4155

1993年2月 47
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か強度が要求されることで，いつの時代も基礎を作る

仕事が大切だということです．それは頂上を作る仕事

ほど見栄えはしないでしょうが．

　もう一つ加えたいのは，研究に健康特にスタミナが

大切だということです．スタミナがないと，仕事に突

進することが出来ません．私の場合は，スポーツ…テ

ニス，スキー，スキンダイビングがスタミナをつける

のに役立ってくれました．現在もテニスは続けていま

す．

一最後に現在進められている研究と今後の計画をお聞

かせ下さい．一

　現在NSFの研究費を使った“Laboratory　Studies

ofIce　Phase　Microphysics”を進めています．研究の

主な課題は，①Supercooledcloudtumelmeasure－

ments，②Naturalicenucleusmeasurementunder

highsupersaturation，③Theoreticalstudyofice

crystal　growth　habit，です．また，気象制御に関係し

たものとして，過冷却霧を消す効率を最高にする研究

をSalt　Lake　City近辺で行い好結果を得ましたので，

これをWMOのレベルで実施するよう働きかけてい

ます．これは雲物理の基礎知識の正確な応用に対して

自然が見事に反応してくれた数少ない例で，ユタ州で

は間もなく実用へ向かう予定です．そのほか，ニュー

クリエーションの基礎理論の根本的な問題を掘り起こ

していますし，それに関して自然科学の基本原理を熱

力学と統計力学で検討しています．

　福田教授の実験装置は実によくデザインされてお

り，それを支える製作技術は職人のように確かでかつ

科学的根拠に基づいている．この実験室にすぐくっつ

いてワークショップがあり，ほとんどの材料，工具が

よく揃い分類・整理されていて，アイデアをすぐに具

体化できるようになっているのに感心した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水野　量）

MSJ　BBSのデータベースに気象集誌（JMSJ）論文一覧を収録しました

　気象学会パソコン通信（MSJ　BBS）では，この度

データベースとして，気象集誌（JMSJ）掲載論文を収

録しました．

　当ボードには現在1985年から1991年までの気象集誌

（JMSJ）掲載論文の著者名，タイトル，掲載巻号，ぺ一

ジをサブジェクト・インデックス形式で収録していま

す．今後とも逐次追加収録していく予定です．どうぞ

御利用下さい．

　BBSホスト局の電話は，03－3813－7844（24時間運営，

年中無休）．通信速度は300／1200／2400bpsで，MNP

が利用できます．他の通信パラメータは，（ビット長8

ビット，パリティなし，ストップビット，1ビット，

全二重，XON／XOFF制御あり，SI／SO制御なし）と

なっています．

酬e

坂上務会員受賞

　九州大学名誉教授坂上　務先生は，大気保全行政の

推進に貢献されたことに対して，環境庁長官より表彰

されました．過日，九州大学農学部で記念講義を行い，

学生と地球環境問題について活発に議論を展開され，

健在ぶりを示されました．

　　　　　　　　　　　（九州大学農学部　小林哲夫）
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